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　歴博における観客調査（来館者調査と同義）が実施されるに至った経緯として，まず 1998 年 5
月に「歴博の博物館活動と学校教育との関係を考え，試行するワーキンググループ」が広報普及委
員会の下に発足し，その活動を科学研究費補助金プロジェクト「生涯学習時代における博物館教








おける展示評価に関する先行研究に言及し，第 3 章「第 3 展示室リニューアルに伴う試行展示の実
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　（Planning stage） （Front-end evaluation） 展示のテーマ，展示の内容
準備段階 制作途中評価 引きつける力，保持する力，手順の力
　（Preparation stage） （Formative evaluation） コミュニケーションの力，感情的な力，
順序の決定，サイン
設置後段階 批判的評価 専門家による展示のレビュー
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　リニューアル前の歴博旧第 3 展示室は，2000 年からいくつかの観客調査の対象となってきた。
これらの調査で明らかになったポイントを整理した上で，今回の試行展示の位置づけについて検討
してみたい。








































展示室準備のため，閉鎖されている）。試行展示の公開期間は 2006 年 12 月 12 日～ 25 日までの 2
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年代 na 女性 男性 総計 単純集計 参考値
10代 2 30 26% 4 4% 36 15% 2%
20代 1 44 38% 9 10% 54 22% 13%
30代 4 16 14% 12 13% 32 13% 3%
40代 2 9 8% 16 18% 27 11% 12%
50代 5 5 4% 13 15% 23 10% 17%
60代 10 7 6% 22 25% 39 16% 37%
70代以上 2 1 1% 12 13% 15 6% 17%＊
無記入 11 3 3% 1 1% 15 6% 0%
総計 37 115 100% 89 100% 241 100% 100%






　＜表 2 ＞を見ると，20 代が一番多く，続いて 60 代，10 代と続く。これは当館の通常の観客層で
ある 60 代，50 代，70 代以上が過半数を占める数値とは異なる。このことを明らかにするために，
通常の観客層の数値を示すデータとして，試行展示の直後に公開された 2007 年「新収資料の公開・
日本の建築」展の際に実施した面接調査の年代分布データを参考値として挙げた。その数値と比較
すると，モニターの中には大学生（18 歳～ 22 歳）が多いことから 10 代後半と 20 代の数値が高く，
館内職員の参加によって 30 代の数値も比較的高かったことが上げられる。逆に 60 代以上の声は通
常の観客層よりも低く出ている。
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タッチパネルの機能について 非常に悪い 悪い どちらでもない 良い 非常に良い 無回答 総計
画面の向き・角度 0% 9% 22% 49% 18% 1% 241
画面の変わるスピード 0% 5% 15% 56% 22% 2% 241
ボタンの大きさ 0% 8% 25% 51% 12% 3% 241
ボタンの位置 0% 6% 26% 53% 12% 3% 241
操作のわかりやすさ 2% 13% 28% 41% 13% 3% 241
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本コーナーの解説について 非常に良い 良い どちらでもない 悪い 非常に悪い 無回答 総計
解説の分量 5% 42% 26% 14% 2% 12% 237
説明の内容 6% 49% 23% 7% 2% 14% 237























































































































タッチパネルの機能について 非常に良い 良い どちらでもない 悪い 非常に悪い 無回答 総計
画面の向き・角度 11% 49% 18% 6% 0% 16% 237
画面の変わるスピード 14% 47% 15% 6% 0% 16% 237
ボタンの大きさ 10% 47% 20% 6% 0% 16% 237
ボタンの位置 10% 51% 20% 4% 0% 16% 237
操作のわかりやすさ 10% 42% 27% 5% 2% 15% 237
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 1. 非常に悪い 2. 悪い 3..どちらともいえない 4. 良い 5.非常に良い
画面の向き・角度 １ ２ ３ ４ ５ 
画面の変わるスピード １ ２ ３ ４ ５ 
ボタンの大きさ １ ２ ３ ４ ５ 
ボタンの位置 １ ２ ３ ４ ５ 
操作のわかりやすさ １ ２ ３ ４ ５ 
解説の字の大きさ １ ２ ３ ４ ５ 
 
タ�����の��についてうかがいます。 










１．全く見ていない ２．少し見た ３．見た ４．よく見た ５．非常に良く見た
�５：������ー�ーの全��な満足度�どのくらい�すか。 










����について���します� 性別： 男性 女性    
年代： 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代以上  歴博訪問回数： （     ）回目 
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２００６年１２月    日  
 
利用人数：   １人  ２人 ３人 （     ）人 
 
利用時間：   時   分  ～ 時   分 
 
 
使用ボタン：使ったものに○をつける。       
   
 










      全体表示   
 
 
観察：  １ 解説を （読んでいる/ 読んでいない） 
２ 使いながら屏風を（見た /  見ない） 
３ 最初から何をすればいいのかわからない 
４ ボタンの意味がわからない 
５ 途中で操作に迷う  
６ 質問を受けた （最初・ 途中・ 終わってから） （使い方 ・ 内容）      
     ７ すぐに辞めてしまった 


































































































 １．非常に悪い ２．悪い ３．どちらともいえない ４．良い ５．非常に良い
解説の分量 １ ２ ３ ４ ５ 
解説の内容 １ ２ ３ ４ ５ 
解説の難易度 １ ２ ３ ４ ５ 
 
��：��������のもの���になりましたか���つ�てく�さい。 
１．全く見ていない ２．少し見た ３．見た ４．よく見た ５．非常によく見た 
 
��：��������ー�ーの全��な満足度�どのくらい�すか。 





 １．非常に悪い ２．悪い ３．どちらともいえない ４．良い ５．非常に良い
画面の向き・角度 １ ２ ３ ４ ５ 
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タ�����の内容についてうかがいます。 











����について���します� 性別： 男性 女性     
年代： 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代以上  歴博訪問回数： （     ）回目 







２００６年１２月    日  
 
利用人数：   １人  ２人 ３人 （     ）人 
 
利用時間：   時   分  ～ 時   分  
 
観察： 見たもの・触ったものに○をつける。 











視線：      左コーナー        中央コーナー      右コーナー 
 
めくり： めくったページ数       
 ①（     ）ページ   ②（      ）ページ  ③（      ）ページ 
＜タッチパネル＞ 
使用機能： 番組を選ぶ 元の場面に戻る  
観察：  １ 最初から何をすればいいのかわからない 
２ ボタンの意味がわからない 
３ 途中で操作に迷う  
４ 質問を受けた （最初・ 途中・ 終わってから） （使い方 ・ 内容）      
     ５ すぐに辞めてしまった 
６ 使いながら屏風（資料）を見た 
７ 発話           
 
 
８ その他： 
 
  
踏み絵
整理番号： 
